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① マウス、交配 
② 妊娠マウスでの経口感染実験 
③ 感染マウス胎盤での PCR 
3-3 マウス胎盤における免疫細胞のフローサイトメトリ解析 









































































































































































ある Vero 細胞（36）は、RPMI 培地（Sigma-Aldrich）、10%ウシ
























し、CBA/J マウスに、脳溶解液として 20 シスト / 200 ㎕で腹腔内
に注入し感染させた。感染後に急増虫体へステージ変換したトキソ
プラズマを抑制するために抗生剤 sulfadiazine 0.5 g / ℓを、接種後



















ズリバーより購入し 8～12 週齢マウスを交配した。SPF（specific 
pathogen free）の環境下にて飼育し、筑波大学生命科学動物資源
センターの規約に従った。 







を行った。マウスを交配し、妊娠初期にあたる妊娠 Day 7 にトキソ
プラズマ組織内嚢子 30 シストを経口的に感染させ、通常妊娠 Day 








③ 感染マウス胎盤での PCR 
妊娠 Day 16（感染後 9 日）にマウス胎盤を摘出し、ISOGEN 
(NIPPON GENE) を用いて mRNA を抽出し、High-Capacity 
cDNA Reverse Transcription Kits （Applied Biosystems）を用い
て cDNA を合成した。いずれも製品プロトコールに従い行った。
ABI9700 （Applied Biosystems）にて解析を行った。 
マウス胎盤へのトキソプラズマ感染を確認するために、トキソプ
ラズマ急増虫体表面抗原遺伝子である SAG1（surface antigen 1 ）
を検出した（42,43）。プライマーは 
 SAG1 Forward：TCGGATCCCCCTCTTGTTGC 
 SAG1 Reverse：CTCCAGTTTCACGGTACAGT 
GAPDH Forward：CTTCACCACCATGGAGAAGGC 
GAPDH Reverse：GGCATGGACTGTGGTCATGAG 
を用い、PCR サイクル条件は、94 ℃にて 5 分変性後、94 ℃ 30






胎盤組織は 1 mm3大に細かく切り、45 分間、37 ℃、1 mg/ml コ






た PBS で再懸濁した（44）。細胞浮遊液を 5×105個/サンプルに調
整し、氷上で抗 CD16/32 抗体（2.4G2）0.5 ㎍にて Fc レセプター
に対するブロッキングを常温で 5 分間行った。以下カッコ内にはモ
ノクローナル抗体のクローン名を示す。その後、同時に血球マーカ





















































モデルを用いて、胎盤における免疫細胞の解析方法を確立した。   
腟内プラグを同定した日を妊娠 Day0（G0）とした。トキソプラ
ズマ原虫感染群マウスには妊娠 Day7（G7）にトキソプラズマ原虫








するため、妊娠 Day16 に胎盤組織を採取することとした。 
トキソプラズマ原虫接種後 9 日目（G16）に、感染マウス（n=6）
と非感染マウス（n=6）から採取した胎盤における CD45.2+ 細胞の
うち、CD11b+ Gr-1+ 細胞、CD11b+ Gr-1－細胞、CD11b－ Gr-1－細
 15 
胞の割合についてフローサイトメトリで解析した。CD45.2 とは、












































































































遊走や腸粘膜での p47 GTPases IGTP の誘導が、MyD88（Myeloid 
differentiation factor 88）に依存しているとの報告がある（50）。
















る（53）。また、ICAM-1 を有するヒト胎盤由来細胞を用いた in vitro
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Lane3（トキソプラズマ感染マウス胎盤）では、759 塩基のバンドとして SAG1 遺伝子

















は妊娠 Day7（G7）にトキソプラズマ原虫 30 シストを経口感染させた。胎盤組織は感染

















（１）CD11b と Gr-1 
トキソプラズマ原虫接種後 9日目（妊娠 Day16）に、感染マウスと非感染マウスから
採取した胎盤における CD45.2+ 細胞中での、CD11b+ Gr-1+ 細胞、CD11b+ Gr-1－ 細

















（１）CD11b と Gr-1 
トキソプラズマ原虫接種後 9日目（妊娠 Day16）に、感染マウス（n=6）と非感染マ
ウス（n=6）から採取した胎盤における CD45.2+ 細胞のうち、CD11b+ Gr-1+ 細胞、



























乱；SSC low）における CD4+ CD3+ T 細胞、CD8+ CD3+ T細胞、NK1.1+ CD3－ NK












FITC : fluorescein isothiocyanate 
FSC : forward scatter 
IFN：interferon gamma  
PBS：phosphate buffered saline 
PCR：polymerase chain reaction 
PE : phycoerythrin 
SSC : side scatter 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
